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宮城県北部伊豆沼・内沼周辺におけるミヤマガラスの越冬状況

嶋田哲郎'・アロンボーマン２

１．宮城県伊豆沼・内沼環境保全財団〒989-5504宮城県栗原郡若柳町字上畑岡敷味1７－２

２．North-westernCOIlege,３００３SneIIingAvenue,NorthStPaul，ＵＳＡ．

ミヤマガラスＣＯγzﾉzfs伽唱"琴鱈はヨーロッパから中国にかけてのユーラシア大陸の広い

範囲に分布する（Ｃｒａｍｐｅｊａム1994)．日本では九州地方を中心とした西日本に冬鳥として

飛来するとされてきた（小林1985)．しかし近年，北海道から東北，北陸のこれまで越冬記

録のなかった地域において本種の記録が認められる（たとえば日本鳥類目録編集委員会

2000，山本ほか2000)．これらのことから，日本においてミヤマガラスの越冬分布域が拡大

していることが予想されるが，その様相はよくわかっていない．越冬期の分布動態を明らか

にするためにも，さまざまな地域でミヤマガラスの飛来状況を正確に把握することが重要に

なる．ここでは，宮城県北部にある伊豆沼・内沼周辺で記録されたミヤマガラスについて，

その越冬状況をまとめたので報告する．

調査方法

調査は宮城県北部の伊豆沼・内沼（38.43'Ｎ，141.06'E387ha，海抜６ｍ）で行なった．

ラムサール条約に指定されているこの沼は，日本におけるガンカモ類のもっとも重要な越冬

地のひとつである．迫川の後背湿地として形成され,沼の沿岸はヨシＰ吻鈍zg"z"CSCO加加”ｚｓ

やマコモＺＨｚａ獅迦雌加/ね，沼面ではハスｊＶセノz”６０”c舵、やヒシ刀”α“”"s，ガガ

ブタＭ”〃0雄ｓ加成αｚなどが優占する．

調査は1994年４月から1999年１２月にかけて月１～５回の計188回，総観察時間1,504時間行

なった．ただし1995年５月と８月，1997年１～２月には調査は行なわれなかった．沼岸延長

20kmの沼に１００，幅の15本の調査コースと14か所の定点を設綴して，７～15時に自転車で移動

しながら調査を行ない，種ごとの個体数を記録した．調査には10×35倍の双眼鏡と30×67倍

の望遠鏡をもちいた．

結果および考察

ミヤマガラスは1994/95,1995/96,1996/97の３年間は記録されなかった．伊豆沼･内沼周

辺での最初の記録は1997/98の冬期で，1998年２月７日に100羽，同14日に20羽，３月２日に

400羽が記録された（図１）．次の年の1998/99の冬期には1998年１０月３日に105羽の最初の群

れが記録された．１１月30日には記録されなかったが，１２月までに100羽以上，最大で250羽の

群れ（11月14日）が観察された．
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図１．宮城県北部伊豆沼・内沼周辺におけるミヤマガラスの個体数変動（1997-1999年）

Fig.１．ThefluctuationinthenumberofRooksaroundLakelzunuma-Uchinuma，northem

Japan,inl997-l999．
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宮城県内の記録をみると,1996/97の１１～３月に仙台以北の水田地域を中心に100～400羽ほ

どの群れが記録され，1997/98の冬期には分布の記録が県内全域に拡がった(日本野鳥の会宮

城県支部1997,1998)．伊豆沼・内沼周辺でのデータも合わせて考えると，ミヤマガラスは

1996/97の冬期に宮城県北部に定着し，翌1997/98には県内各地に分布を拡大した可能性が高

い．また，1997/98には10月から３月にかけて観察され，この時期が県内におけるミヤマガラ

スの越冬期間と考えられる．しかし伊豆沼・内沼周辺では，２～３月にかけて３回しか記録

されなかった．これは春の渡り前の移動中における一時的な飛来と考えられる．

1998年の８月下旬に伊豆沼･内沼では大規模な洪水があり，およそ200haの水田が１か月間

冠水した（Shimadag/α/､2000)．そのため10月以降，通常の年には刈り取られてしまうは

ずのモミが水田に大量に残った.ミヤマガラスは農耕地で穀類や昆虫類を主に採食する(Ｃｒａｍｐ

２ｊａム1994)．1998/99におけるミヤマガラスの初認日は1997/98よりも大幅に早かったが，こ

うした食物資源量の増加が関係しているかもしれない．

ミヤマガラスの群れは山形県や秋田県など東北６県の広い範囲でこれまで記録されている

が,より南に位置する栃木県では2000年１～２月にかけて150羽ほどの群れがはじめて記録さ
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れた（平野ほか2000)．このことはミヤマガラスが北関東へも分布を拡大しつつあることを

示唆している．

立教大学の上田恵介博士には，原稿を読んでいただき貴重な助言をいただいた．日本野鳥

の会研究センターの黒沢令子氏と日本野鳥の会栃木県支部の平野敏明氏，東北大学の田村将

剛氏にはミヤマガラスに関する情報をご教示いただいた．ここに記してお礼申し上げる．
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RecordsofRookswinteringaroundLakelzunuma-Uchinuma,northernJapan．

TetsuoShimada1＆AaronBowman2

1・TheMiyagiPrefecturallzunuma-UchinumaEnvironmentalFoundation，l7-2Shikimi,Wakayanagi，
Miyagi989-5504Japan

２．North-westernCollege,３００３SnellingAveI1ue,NorthStPaul、ＵＳＡ．

ＴｈｅwinteringpopulationofRooksCb”"ｓたくｇｉ“fswasrecordedaroundLakelzunuma-

Uchinuma，MiyagiPrefecture，northemJapan,duringAprill994-Decemberl998・Ofl88

counts,norookswererecordedinl994/95,1995/９６andl996/97．Thefirstobservationwasof

morethaｎｌＯＯｂｉｒｄｓｓｅｅｎｔｈｒｅｅｔｉｍｅｓｉｎＦebruary-Marchl997/９８ａｎｄｓｉｘｔｉｍｅｓｉｎＯｃｔｏｂｅｒ－

Ｄｅｃｅｍｂｅｒｌ998/99．TherookshadspreadovertheTohokuａｒｅａｂｙｔｈｅｌ９９８/９９winter,and

wererecentlyrecordedinTochigiprefecture,tothesouthoftheTohokuarea,inJanuary2000・

Thisindicatesthatthewinterdistributionoftherookwillprobablyexpandfurthersouthfrom
TohokuintothenorthemKantoarea．
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